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＜作り方＞
１　①�かぼちゃは１㎝のくし形に切り、レンジで３～４分加熱しておく。ニラは 10㎝長さにそろえて切り、えのきは石

づきを切り落としておく。しょうがはすりおろしておく。
　　②豚肉を広げ、かるく塩こしょうをし、小麦粉をうすくふってかぼちゃ、ニラ、えのきをのせて巻いていく。
　　③フライパンに油を熱し、②の巻き終わりを下にして並べ、途中上下を返しながら全体に焼き色をつける。
　　④③に酒を加え、ふたをして弱火で 3～ 4分蒸し焼きにする。中まで火が通ったらＡを加えてからめる。
　　⑤食べやすい長さに切って、お皿に盛り付ける。
２　①キャベツはせん切り、小ねぎは小口切りにしておく。
　　②ボールに小麦粉を入れ、だし汁を少しずつ入れて混ぜる。①と納豆、じゃこを加えて混ぜ合わせる。
　　③�フライパンに油を熱し、②を流し入れてまるく形を整え、両面をこんがりと焼く。お好みで青のりとソースをか

ける。
３　①小松菜を茹でて水けを切り、3～ 4㎝長さに切る。油揚げは油抜きをし、細切りにしておく。
　　②鍋にだし汁と調味料を入れて煮立たせ、①とアサリを加えて煮る。

〜やっちみろや健康づくり21〜
『健康づくりは食事から』

編集後記
近年の異常気象がニュース等で
大きくとりあげられています。
先月は、台風４号が日本列島に
上陸しました。時に猛威をふる
う自然災害。最新の気象情報や、
町の発令する避難勧告に注意し
て早めの行動をとりましょう。

��（Ｋ）

☆「うみの会」提供レシピです!!

お好み焼きの献立です。お昼ごはんなどにいかがで
しょうか？（写真は一部献立と違う部分があります。）

●町内人口

（　　）内は前月

６月１日現在

男

8,804
（8,787）

9,794
（9,795）

18,598
（18,582）

6,904
（6,896）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎固定資産税　　（２期）
◎国民健康保険税（１期）

今月の納期
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
け
て
い
る
方
へ

免
除
の
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
が
対
象
な
の
で
、

こ
れ
ま
で
免
除
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６
月

末
で
免
除
が
終
了
し
ま
す
。

　

免
除
が
終
了
し
た
方
に
は
定
額
の
納
付
書

（
月
額
１
４
，
９
８
０
円
）
が
届
き
ま
す
の

で
、
７
月
以
降
も
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
免
除
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り

障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

（
代
理
の
方
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
）

①
年
金
手
帳

②
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

　

ま
た
、
23
年
３
月
31
日
以
降
に
退
職
さ
れ

た
方
で
、
離
職
票 

も
し
く
は 

雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
あ
わ
せ
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
役
場　

町
民
課
医
療
年
金
係

　

☎
０
９
８
２
¦
６
３
¦
１
１
４
０

　

延
岡
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
２
¦
２
１
¦
５
４
２
４

門
川
町
の
石
造
物

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て〈
国
民
健
康
保
険
〉

１ 

本
町
の
六ろ

く
じ
ぞ
う
と
う

地
蔵
憧（
本
町
公
民
館
）

　

本
町
商
店
街
の
一
画
に
愛
宕
神
社

（
門
川
神
社
）
へ
の
参
道
が
あ
り
、
そ

の
脇
に
六
地
蔵
憧
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
燈
籠
の
形
を
し
た
石
柱
の
上
部
に

六
地
蔵
が
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
六
地
蔵

に
は
赤
い
布
が
巻
か
れ
、
穴
を
あ
け
た

白
い
二
枚
貝
を
た
く
さ
ん
紐
に
通
し
て

石
柱
に
か
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
耳

の
病
気
が
よ
く
な
る
よ
う
に
貝
に
穴
を

あ
け
て
奉
納
し
、
願
か
け
し
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　

い
ち
ど
日
向
市
に
移
さ
れ
て
い
た
の

を
、
ま
た
こ
の
本
町
に
持
ち
帰
っ
た
と

地
元
の
方
に
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
よ
そ

に
移
さ
れ
て
い
た
の
か
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
興
味
深
い

話
で
す
。

　

石
仏
な
ど
を
他
の
地
区
か
ら
一
時
的

に
借
り
た
り
、
こ
っ
そ
り
盗
っ
て
き
た

り
し
て
、
願
い
が
か
な
う
と
元
に
返
す

と
い
う
風
習
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
（
え
び
の
市
の
お
っ
と
い 

田
の
神

な
ど
）
、
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
六
地
蔵

に
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　
　

　

柱
の
一
面
に
、
丁
未
十
一
月
吉
日
と

読
め
ま
す
。
風
化
が
激
し
く
、
そ
れ
以

外
の
文
字
は
読
み
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。

丁
は
ひ
の
と
、
未
は
ひ
つ
じ
で
、
十
干

十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
の
ひ
と
つ
で
、

甲
子
か
ら
始
ま
っ
て
44
番
目
に
な
り
ま

す
。
元
号
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、

年
代
は
不
明
で
す
。
江
戸
時
代
の
は
じ

め
か
ら
半
ば
く
ら
い
に
造
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

１ 

お
っ
と
い
…
西
諸
地
方
の
方
言
で
お
っ
と

る
か
ら
転
じ
た
言
葉
。
盗
み
取
る
こ
と
。

2 

日
の
字
は
、
読
み
取
れ
ま
せ
ん
が
、

「
吉
」
字
の
一
部
が
読
め
る
の
で
、
「
吉

日
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。

○

1

2

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
平

成
24
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で

の
ご
負
担
（
保
険
適
用
分
）
が
限
度
額

ま
で
に
な
り
ま
す
。（
下
表
は
入
院
の

場
合
）

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
認
定
証
が

必
要
な
方
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆�

現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
額
担

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
認
定
証
が

必
要
な
場
合
は
８
月
中
に
再
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者 

： 

後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
で
、
平
成
24
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

●
申
請
場
所 

： 

門
川
町
役
場　

町
民

課　

医
療
年
金
係　

⑤
窓
口

●
必
要
な
も
の 

： 

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
、
印
鑑
、 

限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
更
新
の
人
の
み
）

◆
入
院
時
の
窓
口
負
担
限
度
額
・
食
事
代

※ 

１
／
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
人

※ 

２
／
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
か
つ
世
帯
全
員
の
所
得
が
0
円

の
方

※ 

３
／
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

期
間
に
90
日
を
超
え
る
入
院
が
あ
る

場
合
は
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
際
は
、
病
院
の
領
収
書
な
ど

入
院
日
数
の
分
か
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
減
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
は
平
成
24
年
７
月
31
日

ま
で
で
す
。 

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
中
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。
受
け
取
っ
た
ら
、
記

載
内
容
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　

な
お
、
今
お
持
ち
の
保
険
証
は
８

月
１
日
以
降
に
、
ハ
サ
ミ
等
で
細
か

く
切
っ
て
ご
処
分
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課 
医
療
年
金
係　

（
役
場
１
階
③
窓
口
）

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
２
７
）

の
人
も
、
有
効
期
限
が
７
月
末
日
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必

要
な
人
は
、
８
月
に
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課　

医
療
年
金
係

（
役
場
１
階
③
⑤
窓
口
）

☎
６
３
―
１
１
４
０

（
内
線
２
２
７
・
２
２
８
）

六地蔵憧（右側） 左から未丁　その下に十一月
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経費削減額　

　削減額累計（平成17年度から７ヶ年間）４億５，２５５万円
　　　　　　　　　　平成23年度実施分　　５，７５５万円
　内　訳
　職員の退職者等の不補充・新陳代謝　 ( 効果額５，６５４万円 )
　役場庁舎空調更新・省エネ対策　　　 ( 効果額　 １０１万円 )

　本町の行財政改革につきましては、平成１６年１２月に策定しました「門川町行財政改革構想」に基づい
て、財政健全化の推進などの５つの柱のもと現在４１項目の改善・検討を設定し、全庁を挙げて推進してい
るところです。
　　平成２３年度の進捗状況について、去る５月１８日に町内各界の代
表者による審議会を開催し、報告したところであります。進捗状況の
内容及び審議会で出されたご意見などにつきましてお知らせいたしま
す。
　今後とも、限られた財源の有効活用により、産業全般に活気があふ
れ、幼い子どもから若者、そして高齢者に至るまで、健康で明るく触
れ合い、安らぎと豊かさを実感できる福祉・健康・環境の整った「町
民一人ひとりが主役の町づくり」に全力で挑戦して参ります。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【�審議会での主なご意見�】
　（１）総合窓口の利用状況について
　（２）コンビニ収納の状況・効果について
　（３）使用料見直しの効果について
　（４）省エネ、代替エネルギーの検討やクールビズの取組について
　（５）職員の健康管理対策、時間外勤務の状況について
　以上のように行財政改革の取組状況について、建設的なご意見などをいただきました。今後の推進に役立
たせていただきます。
　また、ご意見などありましたら、事務局の企画財政課までお願いいたします。

【�平成23年度　実績概要・効果額�】
１．実績概要
　① 平成２３年度から１０年間の本町のまちづくりの指針となる「第５次長期総合計画」に基づく事業の推

進を図りました。
　②町税等の徴収方法を集合税方式から単税方式として実施しました。
　③納税者の方の利便性を図るため、コンビニ収納を実施しました。
　④財務情報の分かりやすい開示のため、「連結財務書類４表」を作成し、ホームページで公表しました。
　⑤近隣市町村との使用料のバランスを図るため、心の杜など体育館の使用料見直しを実施しました。
　⑥役場庁舎の空調を省エネ設備に更新し、光熱費などの経費節減を図りました。
　⑦ 公立保育所の見直しとして、２３年度から子育ての拠点となる「子育て人づくりセンターひだまりハウ

ス」として開設しています。
　⑧システム経費の削減を目指し、自治体クラウドシステムの共同利用を開始しています。
　⑨時代に即応した全庁的な組織・機構の見直しのため、平成２４年４月に機構改革を実施しております。
　⑩来庁される方へのさらなるサービス向上のため、平成２４年４月に総合窓口案内所を設置しております。
　⑪ 入札制度の改正として、建設業者などの適切な経営環境の確保のため、最低制限価格の引き上げを実施

しました。

門川町の行財政改革進捗状況について

平成24年５月18日審議会

　夏季に入り、暑い日が続きますね。釣りに行かれる方や、海水浴に
行かれる方も多いと思いますが、それぞれマナーを守り、又、しっか
りと準備をすることで、水難事故防止に努めましょう。

◆釣りをする際の心得
・必ず救命胴衣を着用しましょう。
・磯靴等、濡れた岩場でも滑らない靴を履きましょう。
・転落や高波等の危険な場所での釣りはやめましょう。
・単独での魚釣りは避け、複数で出掛けるようにしましょう。
・常に新しい気象情報を確認しましょう。
・立入禁止となっている防波堤に入ることは犯罪（軽犯罪法違反）です。

◆水泳時の心得
・指定された場所以外では、泳がないようにしましょう。
・浮き輪、救命胴衣等を準備しましょう。
・単独での水泳は避け、複数で出掛けるようにしましょう。
・子供だけで海や川に行かせないようにしましょう。
・子供が水遊び等をする際は、必ず保護者が付き添いましょう。
・疲れている時や寝不足、空腹、満腹、飲酒した時は泳がないようにしましょう。
・泳ぐ前には、必ず準備運動をしましょう。
・監視員等の指示に従いましょう。

◆他にも…
・貴重品は体から離さないようにして、盗難被害に遭わないようにしましょう。
・海や川に出かける際にも、自宅の玄関、窓、車のドア等の施錠を徹底しましょう。

夏季における、水難事故防止
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実　施　検　討　事　項

３．時代に即応した組織・
機構の再編

４．効率的な行政運営と
職員の能力育成

５．住民参加型のまちづく
りの推進

総　　括

２２年度 ２３年度

① 時代に即応した全庁的な組織・機構の

見直し

②協議会等行政委員会の見直し

③公共施設の管理運営の適正化

①特別職等のあり方

②定員管理の適正化

③臨時職員の雇用

④嘱託員の雇用

⑤時間外勤務の縮減

⑥人事管理の適正化

⑦給与の適正化

⑧職員の能力開発の推進

⑨公金等収納管理の適正化

⑩入札制度の改正

①身近な活動からの参加促進

②男女共同参画によるまちづくりの推進

合　計　４１項目

　

進捗割合（％）

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ２４項目

Ｂ１２項目

Ｃ　５項目

Ａ ５８. ５

Ｂ ２９. ３

Ｃ １２. ２

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ２６項目

Ｂ１１項目

Ｃ　４項目

Ａ ６３. ４

Ｂ ２６. ８

Ｃ 　９. ８

※　Ａ：実施済、実施中　Ｂ：実施確定（見込み）　Ｃ：調査中、検討中　改善分網かけ

実　施　検　討　事　項

１．財政健全化の推進

２．社会環境の変化に対応
した施策の再編

２２年度 ２３年度

平成23年度　門川町行財政改革構想推進計画進捗状況一覧表

①予算編成の改善
②事業評価の反映
③公会計制度の導入
④第五次長期総合計画の見直し
⑤合併処理浄化槽の普及促進
⑥公共工事のコスト縮減
⑦町税等の収納率向上
⑧補助金等の整理合理化
⑨負担金の見直し
⑩慶弔制度の見直し
⑪地方債発行の適正化
⑫使用料の見直し
⑬手数料の見直し
⑭保育料の見直し
⑮土地開発公社の廃止
⑯保有公用車の適正化
⑰公共施設の適切な維持管理
⑱町有地の有効活用

①公立保育所の見直し
②西門川児童館の見直し
③学校給食調理業務の民間委託
④広域行政の推進
⑤各種団体等の自主的運営
⑥行政事務経費の削減
⑦業務委託経費の見直し
⑧業務委託形態の見直し

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｂ

Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ

省エネ設備に更新した役場庁舎の空調設備
平成24年２月開設子育ての拠点

「子育て人づくりセンターひだまりハウス」

「かどがわ温泉心の杜」
地球環境にやさしいエネルギー利用のため
ペレットボイラーを設置（本年度竣工予定）

平成24年４月に「総合窓口案内所」を設置
来庁者の方へスムーズな案内を目指します。



門
川
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
優
勝
！

　

平
成
24
年
６
月
４
日
（
月
）
第
39
回
宮
崎

県
高
校
総
体
で
優
勝
し
た
門
川
高
校
ホ
ッ
ケ

ー
部
が
、
九
州
大
会
出
場
の
報
告
と
決
意
表

明
に
来
庁
し
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

地
域
で
自
衛
官
募
集
相
談
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
（
月
）、
門
川
町
役
場
で
町
長

並
び
に
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
長
か
ら

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
門
川
町
で
は
次

の
と
お
り
中
学
校
区
ご
と
に
３
名
が
委
嘱
さ

れ
、
今
後
２
年
間
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
広
報
活
動
等
を
行
な
い
ま
す
。

金
星
観
測

　

６
月
６
日
（
水
）
金
星
の
太
陽
面
通
過
を

観
測
す
る
た
め
、
門
川
中
学
校
と
門
川
町
役

場
前
に
て
足
立
富
男
さ
ん
（
西
栄
町
）
に
よ

る
観
測
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
足
立
さ
ん

は
、
元
地
学
の
教
師
。
晴
天
の
こ
の
日
は
、

手
作
り
の
ド
ブ
ソ
ニ
ア
ン
式
反
射
望
遠
鏡
を

持
参
し
、
太
陽
面
を
移
動
す
る
金
星
の
説
明

を
交
え
な
が
ら
観
測
し
ま
し
た
。

田
植
え
体
験

　

６
月
14
日
（
木
）
五
十
鈴
小
学
校
の
５
年

生
が
、
学
校
前
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
行
な

い
、
農
業
の
苦
労
や
具
体
的
な
仕
事
の
内
容

を
理
解
し
な
が
ら
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

宮
崎
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

大
会

　

６
月
21
日
（
木
）
県
内
の
農
業
高
校
ク
ラ

ブ
員
が
日
常
の
授
業
や
総
合
実
習
・
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
の
中
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
競

い
合
う
、
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
の
式

典
が
門
川
町
総
合
文
化
会
館
に
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
部
門
ご
と
の
最
優
秀

者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
、
意
見
発
表
を
披

露
。
発
表
者
は
、「
消
費
者
の
方
に
安
心
・

安
全
な
農
作
物
を
届
け
た
い
」、「
農
業
の
後

継
者
と
し
て
地
元
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
の

意
見
を
発
表
し
て
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

8広報　　　　７月9 広報　　　　７月

①
《
健
康
診
査
》

　

◎
対
象
者
：
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
40
歳
以
上
の
方

　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
早
期
発
見
の
た
め
の
健
診
で
す
。

   　

 
健
診
希
望
の
方
は
、
医
療
機
関
に
「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

★
役
場
へ
の
健
診
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
《
健
診
期
間
》　

Ｈ
24
年
７
月
２
日
～
９
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

☆ 
た
だ
し
、
医
療
機
関
で
病
気
治
療
中
の
方
で
下
記
診
査
内
容
と
同
等
の
検
査
を
年

1
回
以
上
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

☆
対
象
と
な
る
か
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
《
健
診
場
所
》　

下
記
医
療
機
関

　
《
診
査
内
容
》　

身
体
計
測
・
腹
囲
測
定
・
検
尿
・
問
診
・
血
液
検
査
・
診
察

　
　
　
　
　
　
　

※
血
液
検
査
と
は
…
血
糖
関
係
、
中
性
脂
肪
、
肝
機
能
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
尿
酸

　
《
料　
　

金
》　

無 

料　
　

☆
生
活
保
護
受
給
証
明
書
が
必
要
で
す
。

②
《
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
》

　

※
電
話
で
申
し
込
み
、
郵
送
さ
れ
て
き
た
受
診
票
で
受
け
る
検
診
で
す
。

　

◎
対
象
者
：
①
40
歳
以
上
の
方
で
い
ま
ま
で
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

　
　

検
診
希
望
の
方
は
、
必
ず
門
川
町
役
場
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　
《
検
診
期
間
》　

Ｈ
24
年
７
月
２
日
～
９
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

☆ 

特
定
健
診
を
う
け
る
方
は
同
時
に
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
保
さ
わ
や

か
健
診
を
受
け
る
前
に
、
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
《
検
診
場
所
》　

下
記
医
療
機
関

　
《
診
査
内
容
》　

・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
（
血
液
検
査
）

　
《
料　
　

金
》　

・
国
保
さ
わ
や
か
健
診
と
同
時
に
受
け
る
場
合　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
み
受
け
る
場
合　
　
　

１
，
５
０
０
円

（申し込み・問い合わせ先）門川町役場　町民課　健康づくり係　☎63-1140（内線223）



　５月２１日～３１日までの期間、門川中学校の１年生総勢 209 名に対して “朝食レストラン” がおこなわ
れました。１組から６組まで、１日１クラスずつおこなわれ、成長期である中学生に必要な朝ごはんは “ど
のくらいの量” なのか “どんなもの（質）を食べたらいいのか” １００点満点の朝ごはんを実際に見て、食
べることで体感しました。

 
　今年は、町長や教育長をはじめ、区長さんや保護者の方にも多数ご参加いただき、にぎやかなレストラン
となりました。
 

 
　朝ごはんは、地元の生産者から提供していただいた新鮮なお野菜やお魚を、町内の食のボランティア団体
である “食生活改善推進員（ヘルスメイト）” のみなさんがおいしく調理してくださいました。生徒たちも
生産者や調理してくださった方、そして食べ物の生命をいただくことに改めて感謝しながら、ほとんどの生
徒が残さないようにしっかり食べていました。
 

 

朝食レストランを終えて ･･･
～生徒の感想をいくつかご紹介します～
● 赤・黄・緑のバランスでたべるといいんだなと思いました。いつもより量が多かったので、びっくりしま

した。
●朝食は大切なことだと改めて感じることができたし、とってもおいしかったです。
●朝からしっかり食べると授業に集中することができました。
● 朝食は 1 日の中でも一番大事ということがわかりました。これからもバランスの良いごはんを食べていき

たいです。
● 食事はかんたんに作られているのではなく、食材を作っている地域の人やいろいろな人が関わっていたの

だということを学びました。
●とてもおいしかったです。僕たちが地域の人たちに支えられていることがよく分かりました。

10広報　　　　７月11 広報　　　　７月

　町内の各小学校（４校）・中学校（１校）・保育所（１所）・障害者通所施設（１所）で、歯科衛生士
によるブラッシング指導を行いました。

○染め出しを行い、歯垢がどこに残っているか観察しました。

○歯垢が落ちにくいところの磨き方を
　教えてもらいました。

　口には、「食べる」「話す」「表情をつくる」など、生き生きとした生活を送るために必要な大切な役
割がたくさんあります。
　歯の健康を保つには歯みがきが基本です。磨きにくく歯垢の残りやすい歯と歯茎の境目や、歯の裏側、
かみ合わせなど、鏡を見ながらいつもの磨き方でハブラシが届いているか、一度確認して磨いてみま
しょう。
　また、小学校の低学年くらいまでは、子どもの歯みがきだけではなかなか歯垢は取りきれませんので、
保護者の方は仕上げ磨きをしてあげて下さい。
　むし歯予防の基本はブラッシングですが、フッ素塗布もむし歯の予防に有効です。フッ素とは自然
界にも存在するもので、再石灰化を促進し、歯を強くし、むし歯菌の働きを弱めます。年２～３回実
施すると効果的です。

町民課　健康づくり係
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①
日
程
等

　

県
内
各
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

② 

研
修
内
容

　

基
礎
コ
ー
ス
は
、２
日
間
の
日
程
で
す
。

【
研
修
Ａ
（
１
日
目
）】

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
９
時
～
９
時
30
分
受
付
）

地
域
防
災
力
、
自
主
防
災
組
織
の
実
際
、

救
急
救
命
実
技
講
習
等

【
研
修
Ｂ
（
２
日
目
）】

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
９
時
～
９
時
30
分
受
付
）

気
象
の
仕
組
み
、
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ

Ｇ
）
等

※ 

１
日
目
と
２
日
目
は
、
入
れ
替
わ
る
会

場
も
あ
り
ま
す
。

③
対　

象

　

防
災
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
特
に
、
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

④
受
講
料

　

無
料
（
な
お
、
昼
食
は
各
自
で
ご
準
備

く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
の
交
通
費
等
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

県
養
成
防
災
士
資
格
取
得
ま
で
の
流
れ

①
７
月
～
10
月
初
旬

宮
崎
県
防
災
士
養
成
研
修（
基
礎
コ
ー
ス
）

開
催

②
９
月
～
10
月
頃

受
験
に
関
す
る
申
込
書
の
提
出
（
受
験
料

３
千
円
が
必
要
で
す
）

③
10
月
頃

防
災
士
教
本
に
よ
る
自
宅
学
習
開
始

④
１
月
中
旬
頃

課
題
レ
ポ
ー
ト
を
県
危
機
管
理
課
へ
提
出

⑤
２
月
上
旬
～
中
旬

・
防
災
士
養
成
研
修（
専
門
コ
ー
ス
）受
講

・
防
災
士
資
格
試
験
を
受
験

⑥
３
月
頃

合
格
通
知
、
認
証
登
録
の
手
続
（
登
録
料

５
千
円
が
必
要
で
す
）

⑦
４
月
中
旬

防
災
士
認
証
状
交
付

お
問
い
合
わ
せ
は
、

宮
崎
県
危
機
管
理
課　

防
災
推
進
担
当

横
山
ま
で

〒
８
８
０
―
８
５
０
１

宮
崎
市
橘
通
東
２
―
10
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
８
５
）
２
６
―
７
０
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
８
５
）
２
６
―
７
３
０
４

※�

申
し
込
み
用
紙
は
、
門
川
町
役
場
総
務

課
消
防
防
災
係
に
て
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

 

宮
崎
県
危
機
管
理
課
へ
の
お
申
し
込
み

も
可
能
で
す
が
、
本
町
で
は
取
り
ま
と
め

て
申
し
込
み
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

開
催
会
場
に
よ
り
申
し
込
み
期
限
が
異

な
り
ま
す
が
、
各
会
場
と
も
定
員
に
な
り

次
第
、
募
集
締
切
と
な
り
ま
す
の
で
早
め

に
役
場
ま
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

今
年
度
よ
り
、
本
町
で
受
験
料
並
び
に

登
録
料
に
つ
き
ま
し
て
は
助
成
（
登
録
終

了
後
）
を
行
い
ま
す
の
で
参
加
希
望
者
は

左
記
宛
ま
で
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

門
川
町
総
務
課
消
防
防
災
係 

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
４
３
）

平
成
24
年
度
宮
崎
県
防
災
士
養
成
研
修（
基
礎
コ
ー
ス
）

　
「
な
ん
と
か
出
荷
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま

で
、
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
一
昨
年
よ
り
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

を
は
じ
め
た
園
田
雄
己
さ
ん
（
庵
川

西
）。
２
年
間
は
ハ
ウ
ス
内
に
植
え
付

け
た
マ
ン
ゴ
ー
の
木
を
大
き
く
さ
せ

る
こ
と
に
専
念
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、

今
年
初
め
て
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
を
出
荷

し
た
。

　
「
祖
父
の
代
か
ら
み
か
ん
農
家
と
し

て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
み
か

ん
単
価
が
お
ち
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
高
単
価
が
見
込
め
る
マ
ン
ゴ
ー

に
新
た
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
し

た
」。

　

宮
崎
県
で
は
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
の

中
で
も
『
糖
度
が
15
度
以
上
・
重
さ

３
５
０
ｇ
以
上
・
色
と
形
が
き
れ
い
』

と
い
う
厳
し
い
基
準
を
満
た
し
た
も

の
を
『
太
陽
の
タ
マ
ゴ
』
と
し
て
流

通
さ
せ
て
い
る
。

　
「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
と
し
て
認
定
を
う

け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
高
品
質
な

も
の
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
意
気
込
む
園
田
さ
ん
。
マ

ン
ゴ
ー
栽
培
に
取
り
組
み
は
じ
め
た

頃
か
ら
日
向
市
マ
ン
ゴ
ー
部
会
の
勉

強
会
に
参
加
し
て
き
た
。
収
穫
ま
で

の
作
業
は
、
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
調
整

や
日
焼
け
防
止
の
た
め
の
遮
光
シ
ー

ト
設
置
、
適
正
な
土
壌
管
理
、
果
実

へ
の
ネ
ッ
ト
か
け
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。

　
「
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
手
間
が

か
か
り
ま
し
た
し
、
昨
年
の
渇
水
時

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
分
こ
う

し
て
収
穫
で
き
る
こ
と
が
一
番
嬉
し

い
で
す
」
と
笑
顔
。

　

第
一
子
の
誕
生
を
契
機
に
、
県
外

か
ら
門
川
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意

し
た
の
が
24
歳
。
そ
れ
か
ら
９
年
が

た
っ
た
今
で
は
日
向
地
区
Ｓ
Ａ
Ｐ
会

議
の
理
事
長
に
就
任
し
て
若
手
を

引
っ
張
っ
て
い
る
。「
今
年
は
Ｓ
Ａ
Ｐ

設
立
50
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
11
月

に
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
む
け
て

準
備
中
で
す
」。
他
に
も
い
き
い
き
集

落
や
消
防
団
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ

り
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

実
感
し
て
い
る
。

　

現
在
、
門
川
町
内
で
マ
ン
ゴ
ー
を

栽
培
し
て
い
る
の
は
２
軒
。「
こ
れ
か

ら
は
、
マ
ン
ゴ
ー
の
増
反
を
目
標
に

し
な
が
ら
、
み
か
ん
と
マ
ン
ゴ
ー
に

か
け
る
労
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
し

て
い
き
た
い
で
す
。
自
分
を
見
て
マ

ン
ゴ
ー
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
人
が

出
て
く
る
く
ら
い
頑
張
り
た
い
で
す

ね
」
と
マ
ン
ゴ
ー
に
か
け
る
思
い
は

熱
い
。

Ｓ
Ａ
Ｐ

S
tu

d
y

 
fo

r 
A

g
ric

u
ltu

ra
l 

P
ro

sp
e
rity

（
農
業
繁
栄
の
た
め
の

学
修
）
の
頭
文
字
を
取
っ
てS
A

P

（
サ
ッ
プ
）。S

A
P

は
、
県
内
の
青
年

農
業
者
で
構
成
さ
れ
、
会
員
自
ら
の

学
修
と
実
践
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
確
立
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
。

高
品
質
な
マ
ン
ゴ
ー
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い

農
　
業

園
田
　
雄
己
さ
ん

←オレンジ色の果肉はほどよい酸味と濃厚な甘さ、と
ろけるような食感が人気。自然落下させた「完熟マン
ゴー」は栄養が行き届いていて高級品とされる。

→
６月 18 日には完熟
マンゴーを門川町長
に贈呈。品質や栽培
方法の難しさなどを
説明した。
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取
り
組
み
を
以
下
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

・
の
ぼ
り
旗
に
よ
る
啓
発
活
動

・ 

町
長
へ
の
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達

・
街
頭
啓
発

・
作
文
の
募
集
（
小
・
中
学
校
）

・
地
域
育
成
会
と
の
懇
談
会

・ 

協
力
雇
用
主
の
登
録
制
度
推
進
（
刑
務
所

出
所
者
等
就
労
支
援
）

　

２
０
１
３
年
１
月
７
日
（
月
）
午
前
よ
り
、

門
川
駅
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
最
終
地
点

の
中
山
神
社
ま
で
の
道
の
り
を
、
全
員
の
掛

け
声
と
と
も
に
裸
で
走
り
ま
す
。
最
終
地
点

の
中
山
神
社
で
、
水
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
身
を

清
め
た
と
こ
ろ
で
、
境
内
を
再
び
掛
け
声
と

　

平
成
24
年
度
門
川
町
職
員
採
用
試
験
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
７
月
２
日（
月
）に
実
施

要
項
を
公
告
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
告
日
に
決
定
し
ま

す
が
、
採
用
試
験
の
種
類
等
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
種
類
》
初
級

《
職
種
》
一
般
事
務

《
採
用
予
定
人
員
》
若
干
名

《
受
験
資
格
》
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

《
種
類
》
上
級

《
職
種
》
一
般
事
務

《
採
用
予
定
人
員
》
若
干
名

《
受
験
資
格
》
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

な
お
、
受
付
期
間
は
７
月
23
日（
月
）～
８

月
10
日（
金
）と
す
る
予
定
で
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
役
場　

総
務
課　

職
員
係

☎
０
９
８
２
―
６
３
―
１
１
４
０

（
内
線
２
４
０
）

　

被
爆
者
健
康
手
帳
お
よ
び
第
一
種
健
康
診

と
も
に
三
周
し
た
後
、
一
同
、
家
族
の
幸
福

を
祈
願
し
つ
つ
、
お
祓
い
を
受
け
て
終
了
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
年
の
始
め
に
、
我
々
と

い
っ
し
ょ
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

＊
年
齢
、
そ
の
他
全
て
不
問
（
た
だ
し
、
冬

の
寒
い
時
期
に
裸

で
走
り
、
途
中
、

御
神
酒
を
頂
い
た

り
、
真
水
を
か
ぶ

っ
た
り
致
し
ま
す

の
で
、
体
の
丈
夫

で
な
い
方
は
、
大

変
申
し
訳
な
い
こ

と
に
、
ご
遠
慮
を

お
願
い
致
し
て
お

り
ま
す
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

中
山
神
社
裸
参
り
「
保
存
会
」
実
行
委
員
長

横
田　

和
俊

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
中
山

（
連
絡
）
０
９
８
２
―
６
３
―
０
２
５
５

（
随
時
）
０
８
０
―
５
８
０
４
―
９
８
５
５

断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
平
成
24
年
度
が
ん
検
診
を
県
内
９
機
関
で

実
施
し
ま
す
。

　

受
診
料
は
無
料
で
す
の
で
、
健
康
管
理
の

た
め
に
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
検
診
日
は
各
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
近
く
の
保
健
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
実
施
期
間
…
８
月
～
12
月

・
実
施
機
関
…
宮
崎
・
延
岡
・
日
南
の
各
県

立
病
院
、
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

小
林
市
立
病
院
、
済
生
会
日
向
病
院
、
高
千

穂
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、
串
間
市
民
病
院
、

国
立
病
院
機
構
宮
崎
病
院　

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

県
庁　

健
康
増
進
課

☎
０
９
８
５
―
２
６
―
７
０
７
９

ま
た
は
日
向
保
健
所

☎
０
９
８
２
―
５
２
―
５
１
０
１

平
成
24
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助

金
（
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地

域
活
性
化
事
業
）

　

門
川
町
指
定
民
俗
文
化
財　

庵
川
ば
ん
ば

踊
り
の
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。
門
川
町
庵

川
に
伝
わ
る
伝
統
の
盆
踊
り
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
講
習
は
無
料
で

※ 

や
む
を
得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認

の
上
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

医
師
会
在
宅
当
番
医
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
８
２
―
５
３
―
１
２
１
４

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
20
日
、27
日
、８
月
３
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

※
基
本
と
し
て
は
、
３
回
と
も
参
加
で
き
る

方
と
し
ま
す
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
〆
切
…
７
月
18
日（
水
））

【
会
場
】
庵
川
西
公
民
館

（
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
）

庵
川
ば
ん
ば
踊
り
保
存
会　

浜
田
秀
一

☎
０
９
８
２
―
６
３
―
４
７
４
５

社
会
教
育
課

☎
０
９
８
２
―
６
３
―
１
１
４
０

（
内
線
２
６
６
）
担
当
／
窪
田

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
国
民
運

動
で
す
。

　

最
近
の
犯
罪
情
勢
を
見
る
と
、
刑
法
犯
の

認
知
件
数
は
平
成
15
年
以
降
連
続
で
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
高
齢
犯
罪
者
が
著
し
く
増

加
し
、
ま
た
、
刑
務
所
に
再
入
所
す
る
者
の

内
、
約
７
割
が
無
職
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
新

た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
の
実
現
は
多
く
の
国
民
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
成
長
過
程
で
つ
ま
ず
い
て

し
ま
っ
た
青
少
年
を
地
域
が
温
か
く
見
守
り
、

育
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
復
帰
を
す

る
た
め
に
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
者
が
、
地

域
の
中
で
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
何
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
自
身
の
、
地
域
に
対
す
る
思

い
と
積
極
的
な
参
加
、
ま
さ
し
く
「
地
域
の

力
」
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
の

中
山
神
社
裸
参
り

平
成
24
年
度
門
川
町
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

原
子
爆
弾
被
爆
者
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

庵
川
ば
ん
ば
踊
り
講
習
会

参
加
者
募
集

小
児
科
　
日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ

7
月
は
第
62
回「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」の
強
調
月
間
で
す

延岡地区保護司会門川支部会の街頭啓発
（平成23年度）
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州
市
、
熊
本
市
の
11
地
区
に
分
け
、
地
区
優

秀
作
各
一
編
、
次
席
各
一
編
を
選
ぶ
。

②
最
終
選
考
＝
11
地
区
の
優
秀
作
11
編
の
中

か
ら
最
優
秀
作
一
編
を
選
ぶ
。（
選
考
委
員

は
五
木
寛
之
、
村
田
喜
代
子
、
秋
山
駿
、『
文

學
界
』
編
集
長
）

【
入
選
作
発
表
】

①
地
区
優
秀
作
＝
氏
名
は
11
月
上
旬
発
表
。

作
品
は
、
各
地
元
配
布
の
新
聞
あ
る
い
は
関

係
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
る
。

②
最
優
秀
作
＝
氏
名
は
平
成
25
年
１
月
下
旬

発
表
。
作
品
は
、文
藝
春
秋
発
行『
文
學
界
』

平
成
25
年
４
月
号
に
掲
載
。

【
賞
金
な
ど
】

①
最
優
秀
作
に
は
賞
金
30
万
円
と「
青
木
秀

賞
」（
賞
金
20
万
円
）
を
贈
る
。（
最
優
秀
作

の
著
作
権
は
九
州
文
化
協
会
に
属
す
る
）

②
地
区
優
秀
作
各
編
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
金

５
万
円（
た
だ
し
最
優
秀
作
に
選
ば
れ
た
も

の
は
除
く
）、次
席
各
編
に
２
万
円
ず
つ
贈
る
。

③
文
学
賞
贈
呈
式
は
平
成
25
年
３
月
に
行
う
。

【
作
品
集
刊
行
】
第
１
～
42
回
の『
九
州
芸
術

祭
文
学
賞
作
品
集
』
刊
行
に
続
き
、
第
43
回

作
品
集
を
継
続
刊
行
す
る
。
過
去
の
作
品
集

ご
希
望
の
向
き
は
九
州
文
化
協
会
あ
て
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
団
法
人
九
州
文
化
協
会

〒
８
１
０
―
０
０
０
１

福
岡
市
中
央
区
天
神
１
丁
目
４
―
１

西
日
本
新
聞
会
館
12
階

☎（
０
９
２
）
７
７
１
―
０
１
８
８

託
児
も
あ
り
ま
す
。

　

生
後
３
か
月
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
お

母
さ
ん
を
対
象
に
、
離
乳
食
教
室
を
実
施
し

ま
す
。

【
日
時
】

平
成
24
年
７
月
17
日（
火
）
10
時
～
13
時

【
場
所
】

中
央
公
民
館　

２
階　

調
理
室
・
会
議
室

【
内
容
】

①
は
じ
め
て
の
離
乳
食
づ
く
り

②
保
健
師
・
栄
養
士
の
話

※
お
母
さ
ん
の
お
昼
ご
は
ん
つ
き
!!

マ
マ
の
ご
は
ん
は
栄
養
満
点
な
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
メ
ニ
ュ
ー
!!�

【
持
参
す
る
も
の
】

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
は
し
、
飲
み
物
、
米

50
ｇ（
１
／
３
合
）

☆ 

離
乳
食
を
始
め
ら
れ
て
い
る
方
は
普
段
使

用
し
て
い
る
ス
プ
ー
ン
な
ど

【
参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
】

平
成
24
年
７
月
13
日（
金
） 

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
３
―
１
１
４
０（
内
線
２
２
３
）

「
基
本
を
学
ぼ
う　

エ
ク
セ
ル（
基
礎
）」
夜
間
の
部

　

表
計
算
ソ
フ
ト「
エ
ク
セ
ル
」
に
つ
い
て

基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
講
師
の
先

生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

☆
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識 

 
 

☆
表
の
作
成　

☆
簡
単
な
関
数 

 

☆
グ
ラ
フ
の
作
成　

等

夜
間
の
部　

日
程（
５
日
間
）

７
月
20
日（
金
）・
24
日（
火
）・
27
日（
金
）・

31
日（
火
）・
８
月
３
日（
金
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

【
費
用
】
テ
キ
ス
ト
代
２
，
１
０
０
円

「
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
応
用
講
座
」
夜
間
の
部

　

こ
の
講
座
は
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
踏
ま

え
、
更
に
機
能
を
活
用
し
た
応
用
講
座
で
す
。

　

段
組
み
や
タ
ブ
の
設
定
、
デ
ー
タ
の
挿
入

や
並
び
替
え
な
ど
の
様
々
な
書
式
設
定
を
は

じ
め
図
形
を
使
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
文

書
の
作
成
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

※�

エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

夜
間
の
部　

日
程（
４
日
間
）

８
月
７
日（
火
）・
10
日（
金
）・
14
日（
火
）・

17
日（
金
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
２
，
１
０
０
円

○
各
講
座
共
通　

定
員
20
名　

 
 

（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
）

○
受
講
資
格　

原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在

住
し
て
い
る
成
人
男
女

○
会
場

門
川
町
立
図
書
館　

２
階
情
報
研
修
室

○
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込 

・ 

お
問
合
せ

門
川
町
役
場　

社
会
教
育
課

☎
６
３
―
１
１
４
０（
内
線
２
６
６
）

締
め
切
り
は
８
月
31
日（
必
着
）

　

財
団
法
人
・
九
州
文
化
協
会
は
、
九
州
各

県
、
福
岡
、
北
九
州
両
市
と
の
共
催
で
、
平

成
24
年
度
第
44
回
九
州
芸
術
祭
の
一
環
と
し

て
、
第
43
回『
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
』（
文
藝

春
秋
協
賛
）
の
作
品（
小
説
）
を
募
集
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品
は
、文
藝
春
秋
季
刊『
文
學
界
』

に
掲
載
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
す
ぐ
れ
た
作
品
、
埋
も
れ
た

人
材
を
発
掘
・
育
成
し
、
九
州
・
沖
縄
全
域

の
文
学
活
動
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

『
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
』
応
募
要
項

【
応
募
資
格
】
九
州（
沖
縄
を
含
む
）
在
住
者

に
限
る
。

【
応
募
作
品
】
小
説
。
未
発
表
作
品
一
編
に

限
る
。
同
人
誌
を
含
め
既
発
表
作
品
は
不
可
。

【
応
募
条
件
】
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
55

枚
か
ら
60
枚
ま
で
。
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
も
縦

書
き
、
Ａ
４
判（
横
）
で
１
枚
20
字
詰
め
20

行
の
こ
と
、
原
稿
に
は
頁
数
を
入
れ
る
。
読

み
易
い
大
き
さ
の
文
字
、
行
間
を
選
ぶ
こ
と
。

①
原
稿
に
は
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
・
あ

れ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）、
生
年
月
日（
年
齢
）、

職
業
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
、
簡

単
な
略
歴
を
つ
け
る
こ
と
。

②
原
稿
に
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
、

２
枚
程
度
の
梗
概
を
必
ず
つ
け
る
こ
と
。
作

品
は
で
き
る
だ
け
当
用
漢
字
、
新
か
な
づ
か

い
に
よ
る
こ
と
。

③
文
字
は
鉛
筆
で
書
か
な
い
こ
と
。

④
原
稿
は
返
却
し
な
い（
必
要
な
人
は
コ
ピ

ー
を
と
っ
て
お
く
こ
と
）

以
上
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
原
稿
は

初
め
か
ら
審
査
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
原
稿
締
切
】
８
月
31
日（
必
着
）

【
原
稿
送
り
先
】
〒
８
８
０
―
８
５
０
１

宮
崎
市
橘
通
東
２
―
10
―
１
宮
崎
県
総
合
政

策
部
文
化
文
教
・
国
際
課『
九
州
芸
術
祭
文

学
賞
作
品
係
』
あ
て

【
作
品
選
考
】
次
の
２
つ
に
分
け
る
。

①
地
区
選
考
＝
九
州
各
県
、
福
岡
市
、
北
九

　
「
細
島
み
な
と
祭
り
」

は
、
明
治
22
年
の
町
村
制

施
行
に
よ
り
、
細
島
が
宮

崎
県
で
最
初
の
「
町
」
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
お
祭
り

で
、
今
年
で
１
２
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

東
西
２
基
の
太
鼓
台
が

激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
勇
壮
な
け
ん
か
祭
り
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
他
、
ア
ジ
す
く
い
や
、
手
作

り
の
水
族
館
な
ど
、
地
域
の
宝
で
あ
る
「
海
」
を

活
用
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
細
島
祇
園
祭
で

は
、
ご
神
体
を
の
せ
た
神
輿
が
、
は
た
め
く
大
漁

旗
に
守
ら
れ
て
海
上
を
パ
レ
ー
ド
す
る
海
上
渡
御

も
行
わ
れ
、
航
海
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
ま
す
。

【
日　

程
】

平
成
24
年
7
月
13
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

【
場　

所
】
細
島
商
業
港
一
帯

【
内　

容
】

13
日（
金
）

開
会
式
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
18
時
～
21
時

14
日（
土
）

親
子
太
鼓
台
9
時
～
13
時

太
鼓
台
巡
行
18
時
～
22
時

15
日（
日
）

海
上
渡
御
9
時
～
11
時

太
鼓
台
巡
行
18
時
～
22
時

※ 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
太
鼓
台
の
組
み
合
わ

せ
は
15
日
（
日
）
20
時
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

細
島
み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
８
２
―
５
６
―
１
０
３
３

「
離
乳
食
教
室
」の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

できあがり♪

第
43
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

平
成
24
年
度
作
品（
小
説
）募
集
！
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7月のカレンダー
（平成24年６月12日現在）

土
7/1 6 7

土
3 4 5

日
2
月 火 水 木 金

8 13 1410 11 129

15 20 2117 18 1916

22 27 2824 25 2623

29 3 431 8/1 230

農業用廃プラ
搬入日

（8:30～11:30
門川町清掃工場）

３才児健診
（13:15～14:00
受付　門川町総
合福祉センター）

門川町消防操法
大会

（7:30～12:00
海浜総合公園）

行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉
センター）

心の杜休館日 乳児前期健診
（13:30～14:00
門川町総合福祉
センター）

海の日 町内小中学校
終業式

胃がん検診
（7:30～9:00受付
門川町役場）
宮崎県中学校
総合体育大会

（22日～24日
県総合運動公園等）

胃がん検診
（7:30～9:00受付
門川町役場）

日向市部消防
操法大会

（8:00～
日向市消防広場）

定例農業委員会
（9:30～
門川町役場）

門川町内の民生委員児童委員の皆さんをご
紹介しています。各地区の民生委員児童委
員のお顔を覚えていただき、生活や福祉に
関することなどお気軽にご相談ください。
今月は次の４人の方々です。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員

城ヶ丘地区担当
松田伊織さん

梅ノ木地区担当
弓削美穂子さん

南町1区地区担当
黒木雅子さん

平城西地区担当
興梠英男さん

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

 　

７
月
25
日
は
、
６
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
８
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
５
月
分
の
再
振
替
は
７
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

 　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
６
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。


